
（別紙様式２－２）                                                 （特別支援学校用） 

        （熊本県立松橋支援）学校 平成２５年度学校評価表 
 

１ 学校教育目標 
・一人一人の子どもを大切にし、それぞれに応じたきめ細かで専門性の高い教育及び地域等との連携により、個
性が輝き、生き生きと活動する子どもの姿を実現する。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１） 教育課程の改善、自立活動及び個に応じた指導支援の充実 
（２） 進路指導の充実 
（３） 学校安全及び緊急対応に関する取組の充実 
（４） 交流及び共同学習の充実 
（５） 人権教育の推進 
（６） 研究・研修活動の活性化及び専門性の向上 
（７） 地域に根ざした教育活動を重視した活動の推進 

 

３ 自己評価総括表 
評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 

 
学校 
経営 
 

一体感
のある組
織作りを
推進する。 
 

課題解決に向け
た組織的取組 
 

一人一人の夢
を実現するた
め、各学部や分
掌部等の組織で
課題解決に当た
る。 

各学部、分掌部等
で状況を把握し、課
題解決に当たる。ま
た、必要に応じて、
委員会等で具体的な
方策を協議する。 

Ｂ 

危機管理、研究推
進、生徒指導等につ
いて委員会で協議
し、課題解決に向け
て全校で取り組むこ
とができた。 

 
授業 
の充実 
 

個に応じ
た指導の充
実を図る。 

各教科、自立活
動、作業学習、進路
指導についての指
導力の向上 

複数の教師に
よる適切な実態
把握を行い、Ｐ
ＤＣＡサイクル
で指導の充実を
図る。 

各学部や学部間
（児童生徒の実態に
応じた）での授業研
究会や自立活動部の
授業支援等を行う。 Ｂ 

各学部等での授業
研究会を実施し、授
業改善に向けた検討
ができた。自立活動
部が授業支援を行
い、個に応じた指導
内容や指導方法の改
善に活かした。 

新学習指
導要領を踏
まえ、教育
的ニーズに
応じた教育
課程に改善
する。 

新学習指導要領
の理解の推進 
 
 
 

 

新学習指導要
領の改訂点の再
確認と、現行の
教育課程の課題
の整理をする。 

新学習指導要領に
関する研修会を行う
と共に、現行の教育 
課程の現状や課題に
ついて共通理解を図
る研修を行う。 

Ｂ 

新学習指導要領及
び現行の教育課程の
現状や課題に関する
研修を年間３回行っ
た。 
 

教育的ニーズの
把握と目標の設定 
 
 
 

各学部におい
て、教育的ニー
ズに応じた指導
計画の改善を図
る。 

学部研等において
各学部の教育的ニー
ズの把握及び指導計
画の作成を行う。 

 学部研、グループ
研において、教育的
ニーズに応じた指導
内容の改善に向け検
討を行った。 

小・中・高の一
貫性のある指導内
容の整理 
 

小・中・高一
貫性のある指
導内容表を作
成する。 

教育課程検討委員
会において、各学部
が作成した指導計画
をもとに、指導内容
表を作成する。 

 指導内容表は完成
できなかったが、指
導計画の新様式を統
一した。児童生徒の
実態やニーズに応じ
た小・中・高一貫性
のある指導内容表に
必要な観点が明確に
なった。 

個別の教
育支援計画
をより積極
的に活用す
る。 
(校内支援) 

一人一人のニー
ズに応じた組織的
な支援 

個別の教育支
援計画について
共通理解を図
り、ニーズに応
じた支援を行
う。 
個別の教育支

援計画の様式を
見直す。 

学部・分掌部や関係
機関と連携しながら
個別の教育支援計画
の活用をさらに推進
する。 

支援推進部を中心
に見直しを行う。 

Ａ 

支援推進部を中心に
個別の教育支援計画、
個別の指導計画の様式
の見直しができた。拡
大サポート会議を１年
次に実施し、早期から
の地域生活支援に活か
した。 



 
キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路に
関する支
援体制を
強化する。 
 

現場実習の更な
る充実 
 
 

高等部では、
年２回の現場
実習、体験学習
を実施する。 
必要に応じて

年間を通した現
場実習に取り組
む。 

キャリアサポーター
とも連携し、職場開拓、
進路相談や支援体制の
充実を図り、生徒一人
一人のニーズにマッチ
した現場実習、体験学
習ができるようにす
る。 

Ｂ 

個々のニーズに応
じた現場実習、体験学
習が実施できた。キャ
リアサポーターによ
る職場開拓、個別相談
等を実習に活かすこ
とができた。 

卒業生
アフター
ケアの充
実を図る。 

アフターケアの
推進 
 
 

昨年度卒業生
のアフターケア
の実施と過年度
卒業生の情報
を把握する。 

現場実習の巡回相
談時に計画的なアフ
ターケアを実施する。 
卒業生行事を企画

する。 Ｂ 

定期的なアフター
ケアを実施できた。職
場不適応により就職
先や支援機関等から
の相談や訪問要請が
多く、離職者もいた。
積極的な事前対応、状
況把握が今後の課題
である。 

 
生徒 
（生活） 
指導 

行方不
明時の捜
索体制の
確立と登
下校時の
安全を確
保する。 

緊急捜索体制・
通学路安全点検、
登下校指導の徹底 
 
 

役割を明確化
と、危機管理の
意識付けを推進
する。 
 

長期休業中ごとに
捜索訓練を実施す
る。 

必要に応じて、安
全対策マニュアル
を確認する。 

Ｂ 

捜索訓練を計画通
り実施し、校内一斉メ
ールを活用した捜索
について検証するこ
とができた。 

組織的に登下校指
導を行い、危険箇所の
点検等も行うことが
できた。 

交流及
び共同学
習を積極
的に推進
する。 
 
 

各学部、地域の
実態に応じた交流
活動の実施 
 
 
 

相互に理解を
深め、共に学ぶ
ことができる、
交流及び共同学
習を実施する。 
小中学部に

おいて居住地
校交流を積極
的に実施する。 

計画的に実施し、
実施後は反省を行
い、成果や課題を明
確にする。 
 
保護者と連携し、事
前・事後指導を丁寧
に行う。 

Ｂ 

児童生徒に合った
内容を相手校と検討
しながら、計画に沿っ
て実施できた。 

当初予定していた
居住地校との反省会
がＦＡＸでのやりと
りになってしまった
ケースがあった。 

保護者から意見を
いただき、連携して居
住地校交流を進める
ことができた。 

 
保健 
安全 
指導 

緊急対応
に関する取
組の充実及
び医療的ケ
アの適切な
実施を推進
する。 

緊急対応につい
て職員の意識向上 

実施要項に基
づいた適切な実
施 

日常的な点検
と、対応マニュ
アルを確認す
る。 
医療的ケア

に関する事故
を絶対に起こ
さない。 

防災避難訓練の充
実及び各学部におい
て緊急時シミュレー
ションを実施する。 

安全対策マニュア
ルの確認及び改善を
行う。 

Ａ 

防災避難訓練では、
各学部において防災
意識を高め、課題を検
討することができた。 

医療的ケアについ
ては、医療機関、看護
師との連携ができて
おり、スムーズに実施
することができた。 

｢安全
で、おいし
く、楽し
い｣学校給
食の充実
及び食育
を推進す
る。 

個々にあった適
切な食事支援 
食育の推進 
 

保護者や専門
機関と連携し、
細やかな実態
把握をして、支
援に当たる。 
 

食物アレルギーに
ついての研修会を実
施する。 
食育に関する取組

を計画的に進める。 

Ａ 

食物アレルギー研
修会では、職員の意識
の向上を図ることが
できた。学校給食は安
全に実施できた。毎週
のランチミュージッ
クや給食週間等の取
組により、児童生徒に
給食の楽しさや感謝
の気持ちを育むこと
ができた。 



 

 
研究 
活動 
 
 
 
 

 

目指す
子ども像
を明確化
し共通理
解を図る。 
 

年度初めの引継
と共通理解の徹底 
 
 

個別の教育
支援計画や個
別の指導計画
などについて
学部内で共通
理解を図る。 

学部研修の時間
に、個別の教育支援
計画、個別の指導計
画、教科内容などに
ついて共通理解の
時間を設定する。 

Ｂ 

学部研修において
授業改善のために個
別の指導計画を活用
する取組の充実を図
った。 

研修の
機会の充
実を図る。 

教職員のニーズ
に応じた研修機会
の確保 

各学部、学科
に必要な研修
の実施や外部
講演会等へ参
加する。 

夏季休業中等に、
熊肢研等を実施す
る。各講演会の案内
等を定期的に行い
参加を促す。 

Ａ 

熊肢研研修会を実
施し、校内外から７
６人が参加した。本
校職員に他校の研究
発表会等への参加を
呼びかけた。 

 
専門性
の向上 

 
自立活

動の指導
の充実を
目指す。 
 

自立活動に関す
る研修会の実施 
 
 

自立活動の
指導について
の研修会を月
１回実施する。 

自立活動部を中心
に、「摂食」「コミ
ュニケーション」な
ど、テーマや内容を
絞った「校内自立活
動研修会」を開催す
る。 

Ｂ 

月１回の研修会を
実施できた。特別支
援教育の基礎基本に
関する事項や、外部
講師による講話など
幅広い内容の研修が
できた。 

 
地域 
支援 

 

特別支
援教育に
関する校
内･外での
理解啓発
を図る。 

職員の資質の向
上 
 
 

資質向上を目
指した研修を実
施する。 

基礎講座等の各種
研修会を企画し実施
する。 
宇城地域特別支援

教育セミナーを開催
する。 

Ｂ 

地域の小中学校等
のニーズに合った研
修を実施できた。研
修に対する意識や通
常学級担任の参加に
ついては周知の工夫
が必要である。 

一人一
人の教育
的ニーズ
に基づい
た支援を
行う。 

一人一人の教
育的ニーズの把
握に基づいた支
援 
 

学期に１回、
保護者や関係
機関と連携し、
ニーズに応じ
た会議等を実
施する。 

拡大サポート会
議、サポート会議を
開催する。 

巡回相談を実施
する。 

Ｂ 

 関係機関等とつな
がることができた。
実施時期や実施学年
の検討が必要であ
る。 

 
情報 
教育 

地域情
報紙やホ
ームペー
ジによる
情報発信
をする。 

児童生徒や保
護者、地域へ向け
た十分な情報発
信 

定期的に保
護者や学部へ
向けて積極的
に情報提供を
する。 

地域情報紙を年
１０回発行すると
共に、ホームペー
ジを適宜更新す
る。 

Ａ 

 地域情報紙とホー
ムページによる情報
発信を予定どおり実
施できた 

校内に
おける電
子情報の
保全を図
る。 

電子情報保全
対策の整備 
 

電子情報保
全に関する校
内向け資料を
作成し職員へ
周知徹底す
る。 

電子情報保全に
関するガイドライ
ンについて校内研
修を実施する。 Ｂ 

校内向け資料を作
成するとともに研修
を実施した。情報保
全や著作権に対する
意識向上を図りた
い。 

 
学校 
事務 

 

適正な
事務の執
行及び指
導を徹底
する。 

学校徴収金の適正
な会計処理の執行 
 

適正な処理と
各職員との連携
を図る。 
 

学校徴収金取扱要
項の徹底と運用につ
いて定期的に確認を
行う。 

Ａ 

 本校版の取扱要項
を策定し、チェック
体制を強化した。 

教育環
境の整備
を推進す
る。 
 

安全で安心な学
校施設･設備の維
持管理 
 

肢体不自由･
知的障がいの児
童生徒に対応し
た環境整備を進
める。 

日々の点検と早期
対応に努める。 
 Ａ 

 定期的に校内外を
巡回し点検を実施す
るとともに、必要箇
所に早急に対応する
よう努めた。 



 

 
寄宿舎 
指導 

 

児童生
徒一人一
人の健康
を保持す
る。 

児童生徒の健康状
態把握の徹底 
 

日常の健康チ
ェックを徹底す
る。 
 

必要に応じて保護
者・担任・養護教諭
への情報提供を行
う。 
研修の充実を図る 

Ａ 

日々の健康観察や
水分補給については
できていた。夏季休
業中等を利用しての
実地研修も行うこと
ができた。今後とも
慣れや油断等がない
ように、また、細か
な気付き等、個々の
見守りの強化をはか
っていきたい。 

地域と
のつなが
りを強化
する。 
 

寄宿舎行事の充
実 
 

理解啓発 
 

夏まつり、も
ちつき大会防
災訓練を実施
する。 
 

生徒が企画し、チ
ラシ等で地域への呼
びかけを行う。 
地域の消防団に訓

練参加を依頼する。 
Ａ 

夏まつり、地域の
消防団の方との防災
訓練では、地域の方
に参加していただい
た。また、寄宿舎を
知っていただく機会
にもなった。 

 
人権教
育の推
進 

人権に
対する知
識を深め、
実践的指
導力の向
上を目指
した研修
の充実を
図る。 

職員の人権意識
の向上 
 
 
 

 
 

校内研修、校
外研修の計画
的に実施する。 
 
 

 
 

校外研修に参加
し、報告会を実施す
る。 

一人１レポート
を作成し、自己を見
つめ直すと共に、校
内研修で発表し合
い、お互いの人権意
識を高め合うよう
にする。 

Ｂ 

報告会は実施でき
なかったが、豊野で
のフィールドワーク
研修等、多くの職員
が研修に参加し、人
権意識の向上を図る
ことができた。 
 一人１レポートを
作成してレポート研
修を行い、人権意識
を高めることができ
た。 

「命を
大切にす
る心」を育
む指導の
充実を図
る。 

各学部で「命を
大切にする心」を
育む授業実践 
 

各学部で指
導ユニットを
作成し、授業を
実施するとと
もに、指導ユニ
ットの内容に
ついて検討す
る。 

各学部で授業内
容等を精選し、学校
全体で人権推進委
員会を中心に検討
する。 Ｂ 

各学部において、
新規に活動を追加し
たり、既存の活動の
内容を整理したりし
て、全学部・全学科
において指導ユニッ
トを作成し、計画的
に指導することがで
きた。 

学校、家
庭・地域社
会におけ
る啓発活
動を推進
する。 

学校から家庭、
地域に対する、人
権教育に関する啓
発 
 
 

家庭や地域に
適切な情報提供
を行う。 
 
 
 

学級通信等を通し
て、学校の取組を家
庭に知らせる。 
学校発行の情報誌

や学校行事のお知ら
せなどをとおして、
地域への啓発活動に
取り組む。 

Ｂ 

全校集会や各学部
での人権教育に関す
る取組について、学
級通信や情報誌「き
らり」を通じて発信
した。 

 

４ 学校関係者評価 

○ＰＴＡと共催の「福祉サービス相談会」はとても良い取組である。ぜひ、今後も継続してほしい。
小さい子どもでの利用できるサービスもあるので、保護者に知っておいてほしい。 

○地域婦人会との交流で、生徒が問いかけにはっきり答えていた。あいさつや感謝の気持ちを表せる
ことはとても大切である。 

○豊川小学校との合同避難訓練はぜひ続けていきたい取組である。 
○保護者アンケート結果を学部別に集計することで、各学部で何が足りないのか、ニーズは何なのか

が分かった。職員の自己評価が低い。自信を持って保護者にアピールしてほしい。 
○地域の特産品の生産者との交流も良いのではないか。 
○組織的な支援・評価をすることで、子どもの発達段階やニーズに応じた指導に努めてほしい。 



 

５ 総合評価 

 指導の充実を図るため、本年度から文部科学省の研究指定を受け、授業研究や教育課程検討に取り組
んだ。また、より客観的な実態把握に基づき、個別の指導計画、個別の教育支援計画を作成できるよう、
様式を見直すことができた。一方、本年度から校務分掌に自立活動部を位置付け、個に応じた指導内容・
方法の改善や専門性向上研修を実施できた。 
 進路指導の充実を図るため、産業現場等での実習、個別面談の実施に加えて、ＰＴＡと共催で「福祉
サービス相談会」を実施し、保護者の福祉サービス利用についての理解を深めることができた。 

学校安全及び緊急対応に関する取組として、豊川小学校と合同で津波発生時に備えた避難訓練を実施
し、移動時間の短縮など具体的な課題が明確になった。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 

（１）教育課程の改善、自立活動及び個に応じた指導支援の充実、専門性の向上を図るため、次年度
も文部科学省の研究指定を受け、研究研修部を中心に授業改善や指導内容表の検討等に継続して
取り組む。また、研究発表会を開催し、２年間の研究成果を発表する。 

（２）児童生徒の卒業後の生活を見据え、生活年齢や発達段階、障がいの状態に応じたキャリア教育
を推進する。また、「福祉サービス相談会」は次年度も継続して取り組み、保護者とともに進路
指導を充実させる。 

（３）危機管理委員会を中心に、緊急避難訓練に継続して取り組むとともに、さまざまな緊急事態を
想定した危機管理態勢を全校で再確認し、児童生徒安全・安心な学習環境づくりを推進する。 

（４）次年度開設される高等部氷川分教室の生徒の教育的ニーズに応じた教育活動を工夫するととも
に、全校で課題解決に当たる一体感のある組織作りを推進する。 

（５）各学部で「命を大切にする心」を育む授業実践を深め、いじめの防止に努める。 

  


